
 

 

 

 

令和５年８月２１日 

     株式会社 ちゅうぎんフィナンシャルグループ 

 

環境保全活動への支援について 

 

  ちゅうぎんフィナンシャルグループ（岡山市北区丸の内一丁目１５番２０号 社長 加藤 

貞則）では、環境保全活動支援の一環として、一般社団法人みんなでびぜん（備前市日生

町日生３５１８番地５ 代表理事 船橋 美可）が開催する瀬戸内海の海ごみ回収活動に対

して、活動資金の一部を寄附いたします。 

当社子会社の株式会社中国銀行では、瀬戸内海の環境保全活動の拡大、展開に向けて、

山陽学園中学校・高等学校（岡山市中区門田屋敷２丁目２番１６号 校長 豊岡 秀明 以

下「山陽学園」）と瀬戸内海の海ごみ問題解決を目的に「ＳＤＧｓパートナーシップ協定」

を締結しています。本協定の主旨にもとづき、海ごみ回収活動をおこなう山陽学園と一般

社団法人みんなでびぜんを当社のもつ地域ネットワークにより結び、今回の活動のご支援

に至りました。 

 ちゅうぎんフィナンシャルグループでは、今後も環境保全活動に積極的に取組んでまい

ります。 

 

１．活動の概要 

   主 催 ： 一般社団法人みんなでびぜん 

日 時 ： 令和５年１０月１５日（日）８：１５～１３：１０ 

場 所 ： 手島西浦海岸(丸亀市) 

今回は上陸舟艇を接岸させて回収活動をおこなうため、山陽学園地歴

部が継続的に活動を実施する手島北浦海岸ではなく、接岸が容易な西

浦海岸で活動を実施する予定です。なお、今回の回収活動をふまえ、

来春、北浦海岸に漂着した海ごみの全回収を目指した活動の開催を検

討してまいります。 

   内 容 ： 瀬戸内海の海ごみの回収活動 

 

２．寄附金額 

５０万円 

 



３．スキーム図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２００８年より山陽学園地歴部が海ごみ回収活動を実施。 

※２０２１年中国銀行と山陽学園が海ごみ問題の解決を目指し「SDGｓパートナーシップ

協定」を締結 

 

４．環境保全に関する当社の取組み 

 ・「ちゅうぎんの森」整備を通じた二酸化炭素吸収による地球温暖化防止 

・「生物多様性のための３０ｂｙ３０アライアンス」への参加表明 

以  上 
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10 月 15 日活動資金の 

一部（50 万円）助成 

ＳＤＧｓ 
パートナーシップ協定 

「日本財団・瀬戸内オーシャンズ X 
瀬戸内海洋ごみ削減行動促進・支援基金 
戦略的な海洋ごみの削減・地域循環型社
会形成 助成プログラム」より 10 月 15
日活動資金の８０％助成 




